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農事概況

普通作物

１ 早期水稲

４月は気温が高く推移したため、生育はやや軟弱であったが、分げつは順

調に確保されている。病害虫の発生は、スクミリンゴガイの発生が多く、イ

ネミズゾウムシの被害も一部で多かった。

２ 普通期水稲

西北山間地域など早植え地帯で育苗が始まり、苗の発芽は良好である。

３ 麦類

出穂期はほぼ平年並で、その後登熟は順調に進んだが４月前半に曇雨天が

続いたことから、一部ほ場では赤カビが見られた。登熟後半では一部で倒伏

も発生したが、全体的には穂数は確保できており順調である。

野 菜

１ 果菜類

果菜類については、３月から４月中旬までの曇雨天の影響で、生育、着果、

果実肥大は不良で、減収となった。草勢低下もみられ病害虫の発生は多くな

ってきている。

きゅうりでは、促成つる下げ栽培において天候不順と気温の上昇によりや

や徒長ぎみの生育となり収穫量も低下した。作も終盤で、曇雨天の影響もあ

り、病害虫では、べと病・褐斑病の発生が多い。アザミウマ類、アブラムシ

類の発生も散見された。

ピーマンでは、促成栽培について日照不足の影響で草勢の低下や収量の減

少がみられた。

また、３～４月上旬の曇雨天の影響で尻ぐされ果の発生が見られる。全体

的に過繁茂になってきており、白果の発生が見られる。病害虫では、うどん

こ病、黒枯れ病の発生が見られるほか、アザミウマ類、アブラムシ類の発生

は例年より少ないが、一方でネクトリアやセンチュウによる萎凋等が目立つ。

トマト類は、曇雨天の影響で収穫量が減少し、気温の上昇により着色が早

まりやや小玉傾向となっている。ミニトマトでは、出荷は順調であるが曇雨
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天の影響で花数が減少しており、今後の収穫量は減少見込み。病害虫では、

灰色かび病、葉かび病の発生が見られ、青枯れ病や疫病、コルキールート等

の病害が散見される。センチュウの発生も見られる。

いちごは、３番、４番果房の収穫期であるが、天候不順の影響で収量が減

少した。生育は概ね順調。病害虫では、萎黄病、うどんこ病の発生が例年よ

り多く、アザミウマ類、ハダニの発生も増加している。

２ 露地野菜

露地ほうれんそうは収穫が続いているが終盤となっている。

ごぼうの水田トンネル栽培は収穫終了。１１月下旬は種のトンネル・不織

布栽培では４月下旬より収穫が開始している。

ばれいしょの生育は昨年より遅れている。一部で疫病の発生が見られ、増

加傾向にある。

かんしょのトンネル早熟栽培では塊根肥大期に入っているが、生育はやや

遅れている。普通栽培では、曇雨天のため例年に比べてほ場準備や定植作業

が遅れているものの、植付け後の活着は良好である。

スイートコーンのハウス半促成栽培では下旬より出荷が始まったが、天候

不順の影響により、果実は小さめである。トンネル早熟では雄穂抽出から絹

糸抽出期であるが生育がやや遅れている。

さといもの３月植え付けは、４月中旬～下旬に萌芽開始。４月植えでは雨

の影響で作業が遅れ気味だったが、おおむね４月中に植付が終了し、生育は

順調である。

きゃべつの冬まきは収穫期。例年より生育がやや早く、一部軟腐病が見ら

れる。春まきは４月上中旬の降雨により、定植作業が遅れ気味のところもあ

るが、活着は良好で概ね順調に生育している。

果 樹

１．常緑果樹

露地の温州みかんは開花期で、満開日は平年よりも３から５日早かった。

極早生温州の着花数は平年並で、早生温州は平年並みからやや少なく、普通

温州では少なかった。施設栽培は成熟期で、日照不足により、着色がやや遅

れた。

完熟きんかんは発芽期から新梢伸長期で、発芽のばらつく園地が多かった。

収穫終了の遅れにより剪定が遅れた園地が多く、４月中旬の低温の影響で、

生育の遅れがみられた。一部の園地で、カスミカメムシによるものと思われ

る被害が発生した。
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日向夏の露地栽培は新梢伸長期から開花期で、満開は平年よりも早かった。

着花数は、ばらつきはあるものの平年並であった。施設栽培は開花期から果

実肥大期で、着花数は平年並みで、一部園地で灰色かび病の発生が見られた。

ぽんかんは満開期から落弁期で、満開日は平年より５日早かった。着花量

は平年よりやや多く、有葉果が多かった。

へべすの露地栽培は展葉期から開花期で、開花時期は昨年より５日程度早

かった。施設栽培は開花期から果実肥大期で、加温栽培園では生理落果がほ

ぼ終了した。

ゆずは発芽から新梢新長期で、生育は平年並みであった。着花は地域によ

ってばらつきが見られた。

マンゴーの早期出荷の作型は果実肥大期から成熟（収穫）期で、生育は平

年より１～２週間程度遅れた。平年に比べて、糖度が低かった。一部園地で

果面障害が発生した。ミニマンゴーの発生も散見された。後期出荷の作型は、

果実肥大期で、生育は平年より１～３週間程度遅れた。不発芽や奇形果が多

く、結実量は平年より少なかった。

２．落葉果樹

ぶどうは、ピオーネのハウス栽培で開花期から果粒肥大期であった。生育

は昨年並みで、４月中旬の天候不良の影響で、一部園地で花振るいや灰色か

び病の発生が多かった。ピオーネのトンネル栽培は新梢伸長期から開花期で、

生育は昨年並みであった。キャンベル・アーリーのトンネル栽培は、発芽期

から開花期で、平年に比べ、灰色かび病発生が多かった。サニールージュの

大型トンネル栽培は発芽期から開花期で、満開期は前年に比べて２日遅れた。

デラウエアの大型トンネル栽培は開花期から果実肥大期で、生育は平年並で

あった。平年に比べ、灰色かび病発生が多かった。醸造用ブドウのトンネル

栽培は発芽期から新梢伸長期で、発芽期は平年並みであった。

なしの露地栽培は果実肥大期で、幸水は、生育は昨年より３日程度遅かっ

た。開花期の天候が悪く、人工受粉を行っていない園地では、全ての品種で

結実不良で初期肥大もやや悪かった。４月下旬から、一部園地で幼果に黒星

病が初発生し発生時期は昨年並みであった。

うめは生理落果期から果実肥大期であった。

くりは新梢伸長期で、生育は平年並みであった。

かきは展葉期で、着蕾数は、地域によりばらつきが見られた。

ももは、露地栽培､ハウス栽培ともに果実肥大期で、結果状況は良好であっ

た。
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花 き

秋ギクでは４月出荷作型の「神馬」系統の出荷が先月末から行われている。

一部、白さび病の発生が見られる。夏秋ギクは「フローラル優香」、｢精の一

世｣の定植、消灯が順次行われている。５月上旬から出荷が行われる見込み。

８月出荷作型については４月下旬から出荷が始まった。

スイートピーの出荷は中山間地域で上旬まで行われた。それ以降は採種期

に入っているが４月の天候不順で稔実が悪い。

デルフィニウムのエラータム系の３番花が品種によって発蕾及び開花が始

まっている。小花数や花穂長等の品質は十分であるが、うどんこ病の発生が

目立っている。

ホオズキは７月出荷分が草丈５０㌢程度、８月出荷分が草丈３０～４０㌢

程度。低温やマルハナバチの活動が少ないなどにより、下位節の着果不良が

見られる。４月下旬までマルハナバチの導入を終えた。地下茎を更新してい

ないほ場において葉のモザイク症状が見られる

トルコギキョウは１０月定植のほ場において１番花が出荷されているほか

は、２番花の伸長、頂花発雷の時期を迎えている。気温の上昇にともないア

ザミウマ類の発生が増え始めている。

ラナンキュラスは中旬に出荷が終了した。４月の雨天の影響で花シミが多

発し、品質を落とした。出荷終了後の中旬から球根養成に入っている。

５月上旬から球根の堀上が開始される予定。

特用作物

１ 茶

【一番茶摘採期】

一番茶の摘採は平年より４日程早く始まった。３月２４～２６日の晩霜に

よる影響で芽揃いの悪い茶園が散見された。収量は、品質重視傾向が強いこ

とと晩霜の影響から、やや少なかった。

一部の茶園では、カンザワハダニ、チャハマキ、チャノコカクモンハマキ、

チャノミドリヒメヨコバイの発生が多かった。

２ 葉たばこ

【生育期】

移植後の活着は良好で、３月２４～２６日の晩霜の影響で、初期生育は停

滞傾向となった。気温の上昇に伴い、生育は平年並みに回復したが、日照時
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間が少なかったことから軟弱徒長傾向となった。土寄せ等の管理作業は、平

年より１～２日程早く実施された。目立った病害虫発生はなかった。

畜 産

１ 家畜

生産の状況は、ブロイラーの処理羽数は前月比９８．７％で、対前年比は

１０１．６％と計画生産が行われた。価格は、鶏肉需要が高く、ムネ肉が前

年比１２３．２％と高値で取引された。肉豚については処理頭数は前月比９

３．６％、価格は対前月比が１０２％とほぼ横ばいで、対前年比でも１００．

３％と前年並みであり、依然として高水準で推移した。乳量は７，５３８ｔ

で、先月比及び前年比ともに９８．２％と、ほぼ横ばいで推移した。乳質に

ついては、乳脂肪率及び無脂固形分率で若干の改善がみられ、細菌数及び体

細胞数は流通に問題がない数値であった。

２ 飼料作物

イタリアンライグラスは出穂期～結実期で収穫が行われている。降雨の影

響で収穫作業が遅れているほ場もある。刈り遅れによる品質の低下が懸念さ

れる。

エンバクも天候不順の影響で収穫が遅れているほ場がある。

早播きトウモロコシの作付けは順次行われている。内陸部を中心に４月上

旬の雨と寒さにより、発育不良や立ち枯れが見られるほ場もある。
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平成2７年4月 雨　量　月　報

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 合計 最大

ダム地点 4 4 5 1 2 6 7 8 43 71 0 57 12 1 0 0 1 0 23 9 0 0 0 0 0 0 0 0 12 22 288 10 18 /31

大崩 2 4 6 0 4 10 6 6 44 62 0 52 10 0 0 1 0 0 21 11 0 0 0 0 0 0 0 0 6 15 260 9 16 /31

4 3 2 4 1 0 7 8 24 108 0 62 28 0 0 0 1 0 41 5 0 0 0 0 0 0 0 0 10 20 328 26 16 /31

ダム地点 1 2 26 1 1 6 7 9 19 47 1 30 15 1 0 1 3 0 12 10 0 0 0 0 0 0 0 0 5 13 210 14 20 /31

上古園 2 1 34 1 5 7 9 9 20 47 0 24 12 3 1 3 3 0 9 11 0 0 0 0 0 0 0 0 1 19 221 19 20 /31

ダム地点 2 4 11 2 1 3 7 8 27 54 0 21 11 1 0 1 2 0 16 17 2 0 0 0 0 0 0 0 6 14 210 14 20 /31

吾味 2 1 23 0 2 3 7 9 20 54 1 37 15 0 0 0 5 0 9 11 0 0 0 0 0 0 0 0 3 13 215 14 17 /31

2 3 13 8 7 7 9 13 33 71 0 22 9 3 0 1 0 0 16 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 253 24 17 /31

ダム地点 2 5 18 7 10 10 6 12 47 92 0 34 14 2 1 3 0 0 18 24 0 0 0 0 0 0 0 0 1 20 326 23 19 /31

河の口 2 3 27 19 11 15 7 11 47 82 1 35 15 5 2 4 0 0 15 22 0 0 0 0 0 0 0 0 2 23 348 20 20 /31

3 0 4 0 0 18 5 16 19 33 0 30 14 2 2 12 0 0 24 30 0 0 0 0 0 0 0 0 2 109 323 38 16 /31

ダム地点 8 1 23 1 10 16 6 12 18 41 0 14 2 4 1 2 0 0 15 29 0 0 0 0 0 0 0 1 0 16 220 13 19 /31

槻木 4 1 13 3 5 14 6 13 8 22 0 7 1 8 5 4 1 0 14 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 165 7 19 /31

6 0 37 20 15 15 7 12 13 26 0 11 2 3 2 3 0 0 18 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 234 19 17 /31

ダム地点 4 2 13 0 2 24 8 13 18 40 0 13 2 4 0 3 0 0 16 30 0 0 0 0 0 0 0 1 1 14 208 12 18 /31

須木 6 0 16 0 6 22 8 11 14 29 0 7 1 2 1 3 0 0 10 28 0 0 0 0 0 0 0 0 1 16 181 11 17 /31

堂屋敷 7 0 36 7 5 16 7 8 8 20 0 3 1 4 1 2 1 0 12 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 178 16 18 /31

ダム地点 2 0 6 1 0 16 5 11 12 17 0 12 4 5 0 12 0 0 11 25 0 0 0 0 0 0 0 0 1 37 177 15 16 /31

木浦木 8 1 36 23 17 24 6 12 13 28 0 4 1 8 2 5 0 0 23 31 0 0 0 0 0 0 0 0 1 23 266 23 19 /31

猫坂 3 0 11 0 2 23 8 13 12 31 0 7 1 2 1 3 0 0 10 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 165 14 13 /31

巣ノ浦 4 1 19 0 5 31 10 14 28 41 1 20 17 10 3 14 0 0 18 37 0 0 1 0 0 0 0 0 1 27 302 13 20 /31

阿母ヶ平 3 0 13 0 2 22 7 11 12 25 0 11 1 4 0 10 0 0 12 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 184 11 15 /31

4 0 4 0 0 39 5 15 28 56 0 22 10 3 4 1 0 0 35 56 0 0 0 0 0 0 0 8 4 57 351 19 17 /31

ダム地点 9 1 2 2 0 33 9 12 28 58 0 22 7 2 1 5 0 0 29 40 0 0 0 0 0 0 0 8 3 50 321 20 15 /31

白木俣 10 1 4 3 2 46 7 12 20 45 0 13 8 3 2 3 0 0 52 48 0 0 0 0 0 0 0 6 3 44 332 17 16 /31

日南
ダム

立花
ダム

綾北
ダム

観測所

瓜田ダム

田代八重ダム

広渡ダム

綾南
ダム

岩瀬
ダム

降水日数

長谷ダム

沖田ダム

祝子
ダム

渡川
ダム

松尾
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